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2023年 1月 17日 

コンチネンタルタイヤ・ジャパン株式会社 

 

コンチネンタルタイヤ、 

「AllSeasonContactTM（オールシーズン・コンタクト）」を

全販路で販売開始 

 

 

                    
 

・ 2023 年 2 月より、AllSeasonContactTMはコンチネンタルタイヤ全販路でお取り扱い頂けます 

・ AllSeasonContactTMは、雪上や冬の冷たいウェット路での確かなグリップ性能、様々な気候条件下の走

行で発揮される優れたハンドリング性能とブレーキング性能、そして高い燃費性能が特徴 

・ 2022 年に欧州自動車雑誌・クラブが実施したオールシーズンタイヤ評価テストでトップ 3 入りを 5 回達成 

 

コンチネンタルタイヤ・ジャパン株式会社（所在地：東京都品川区／マネージング・ダイレ

クター：ニコラオス・キリアゾプロス）は、オールシーズンタイヤ「AllSeasonContactTM

（オールシーズン・コンタクト）」の販売を、2023年 2月よりコンチネンタルタイヤのお

取り扱いのある全販路*1)で開始いたします。販売サイズは 14インチから 19 インチまでの

26サイズで今後も拡大予定。価格はオープンプライスです。 
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オールシーズンタイヤは、夏と冬のドライブに求められる性能を両立したタイヤです。突然

の降雪など急な天候変化にもより安心・安全な走行が可能で、年間を通じて履き続けること

ができるため季節ごとのタイヤ交換やタイヤ保管のスペース確保の必要がなく、利便性・経

済性の面でも優れた、ドライバーにとっての新しい選択肢となるタイヤです。 

 

コンチネンタルの「AllSeasonContactTM」は、四季を通じて気温や突然の天候の変化に対

応することで、様々な路面条件下*2)でも安心感をもって走行でき、より高い安全性を確保す

ることを目標に開発されたオールシーズンタイヤです。 

積雪路*3)や冬の冷たいウェット路での確かなグリップ性能、様々な気候条件下の走行で発揮

される優れたハンドリング性能とブレーキング性能、そして高い燃費性能が特徴で、その信

頼性と品質は、欧州の自動車メディア・自動車クラブが実施したオールシーズンタイヤの性

能評価テストで多くのタイヤテスターによって評価され、ベストタイヤ*4)に数多く選ばれて

います。高水準の低燃費性能*5)は環境への負荷を軽減するだけでなく、コスト意識の高いドライバ

ーや電気自動車にも最適です。 

 

 

【AllSeasonContactTMの製品特徴と採用テクノロジー】 

 

１．雪道や冬の冷たい雨道で優れた制駆動性を発揮。突然の降雪でもより安全で安心なドライビング

を実現する『アダプティブ・オールシーズン・コンパウンド』 

 

AllSeasonContactTMには、コンチネンタルのウィンタータイヤの開発で培われたコンパウンドテク

ノロジーが多く採用されています。シリカを高比率で配合した「トラクション・シリカ・コンパウン

ド」は、冬の冷たい雨道で優れたブレーキ性

能を発揮します。特殊な樹脂「ウィンター・

パフォーマンス・レジン」を配合したトレッ

ドコンパウンドにより、スノー性能と相反す

るドライ、ウェット、そして転がり抵抗性能

をより高次元で両立しながら低温下でもゴム

の柔軟さを最適に保ち、積雪路でも良好なグ

リップ力を発揮します。  
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 ２．ドライ、ウェットの両路面で正確なハンドリング性能と優れたブレーキング性能を発揮。サマー

タイヤの安全性も妥協しない『フレキシブル・オールシーズン・トレッド・デザイン』 

 

中央から外に流れるようにⅤ字型に配置された太い溝とサイプ、「オープン・ショルダー」の溝形状

が高い排水性と優れた耐ハイドロプレ

ーニング性能を発揮します。ショルダ

ー部の大きなブロックデザインとサイ

プの最適な配置により十分な有効接地

面積とブロック剛性を確保、ハンドリ

ング性能とブレーキング性能も妥協す

ることなく高い水準で実現しました。 

 

３．高水準の低燃費性を実現した『エネルギー最適化構造』 

 

タイヤのコンパウンド、内部構造と素材、プロファイル、トレッドの厚さのバランスを高次元で最適

化することによりエネルギーロスを

抑制、転がり抵抗を低減することで

安全性を損なうことなく同等クラス

のオールシーズンタイヤの中で高水

準の低燃費性能を実現しました。 

 

 

 

 

４．雪上*3)での高い走行性能と安全性が認められたことを示すサイドウォールの刻印『スリー・ピー

ク・マウンテン・スノーフレーク』と『M+S』                          

                    

※掲載したイラストは、全てイメージです。 
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 5. 路面適合表   
 

 

 

*1) 2021年 9月１日より全国のヤナセグル－プ販売店にて先行販売を開始しておりましたが、2023 年 2 月よりコンチネン

タルタイヤ全販路にてお取り扱い頂けます。 

*2) 路面適合表をご確認ください。  

*3) 深雪や凍結した路面ではスタッドレスタイヤの装着を推奨します。 

*4) Gute Fahrt (09/2022), Motor (1-2/2021), Auto Express (11/2020) 他 

*5) 今回のサイズラインアップには、欧州タイヤラベリングの「燃費性能」で最高グレードの「A」を取得した 215/65R16 

102H XL が含まれます。 

 

【発売サイズ】     

           

 

Press Release 
 

※XLはエクストラロード 

 

 

※2023年 2月より全国展開予定の 26 サイズ 

 

 



 
 

 

【コンチネンタル社について】 

コンチネンタルは、人とモノがつながる持続可能なモビリティのために、先駆的な技術とサービスを開発してい

ます。その歴史は 1871 年にさかのぼり、現在はテクノロジーカンパニーとして車両、機械、交通、輸送のため

の安全で効率的、インテリジェントでアフォーダブルなソリューションを提供しています。2021年度、売上高

は 338億ユーロで、世界 5８の国と地域に約 19万人の従業員を擁しています。2021年 10月 8日、コンチネ

ンタルは創立 150周年を迎えました。 

【コンチネンタル タイヤ部門】 

タイヤ部門は、世界各地に 24の生産・開発拠点を有します。5万 7千人以上の従業員を擁する大手タイヤメー

カーの１つであり、2021年度の売上高は 118億ユーロでした。タイヤ製造のテクノロジーリーダーの 1つであ

り、乗用車、商用車、特殊車両、2輪車向けに幅広い製品を提供しています。研究開発への継続的な投資を通じ

て、安全で費用対効果の高く、環境に優しいモビリティに大きく貢献をしています。 タイヤ部門のビジネスには

タイヤ商取引、フリートアプリケーションサービス、タイヤのデジタル管理システムが含まれます。 

【スポンサーシップ】  

コンチネンタルタイヤは、電動 SUVオフロードレース『エクストリーム E』の プレミアム・パートナー、AFC

が主催する代表チーム大会のオフィシャル・パートナー、ツール・ド・フランスのメイン・パートナーです。 

 

【コンチネンタルに関する情報】 

日本語公式WEBサイト ： http://www.continental-tires.com/jp/ja.html 

日本語公式 Facebook ： https://www.facebook.com/continental.japan 

日本語公式 Instagram ： https://www.instagram.com/continental_tire_japan/?hl=ja 

日本語公式 YouTube  ： https://www.youtube.com/channel/UC2mp8bKnBuBVFz55tLsM_Xg 

日本語公式 Twitter  ： https://twitter.com/Continental_jp 

 

              

≪報道関係各位からのお問い合わせ先≫ 

コンチネンタルタイヤ・ジャパン株式会社 

PR＆コミュニケーション 宮川 

Mail：continental.jp@conti-tire.jp  

https://www.facebook.com/continental.japan
https://www.instagram.com/continental_tire_japan/?hl=ja
https://www.youtube.com/channel/UC2mp8bKnBuBVFz55tLsM_Xg
https://twitter.com/Continental_jp

